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　　　津市の水道は歴史があって古いことが分
かったけど、ますます地震などの災害が心配だよ
ね。

　　　災害に強い水道にするために、次の２点が
最も重要だと考えているよ。

　まずは各施設の耐震化率を見てみよう。
耐震化率　 　

　　　あまり耐震化は進んでいないね。今後は？

　　　まず、水道管
は老朽化が進んでい
るところから耐震化
をするよ。その優先
順位は、老朽度だけ
でなく病院などの重
要施設への供給ルートも考慮して計画的に更新し
ていくんだ。
※平成30年度～令和９年度の10年間を計画期間
とした「第２次津市水道事業基本計画」を策定
し、事業を進めています。

管路の耐震化

　　　水道管だけでも、10年間で100㎞以上も新
しくしないといけないんだね。

①被害(断水)を未然に防ぐため、老朽化した
水道管や施設などの耐震化を進める。

②災害発生時に迅速な給水や復旧を可能にす
るための整備を進める。

　　　水道管のほかに、
基幹施設(主な浄水場、
配水池)の耐震化も進め
ていくよ。
基幹施設の耐震化

　

　　　大地震の発生も想定して、断水する所が少
なくなるよう耐震化を進めているんだね。
近年の地震や大雨による断水状況

　　　それでも断水した場合の対策として、配水
池へ緊急遮断弁を設置していくよ。水道管が破裂
した際に、急激に増えた水の流れを察知して弁が
自動的に閉まり水が漏れるのを防ぐんだ。そのほ
か、指定避難所となる小学校の受水槽に非常用蛇
口を設置したんだ。
非常時の水の確保

　

災害に強い水道にするために

平成29年度※２ 平成30年度

20.1％(約39％) 23.4％

浄水場

基幹管路※１

※１ 総延長約2,500kmのうち、約190kmの重要な管路

※２ かっこ内は全国平均

28.5％

配水池 28.0％(約53％)

28.4％(約28％)

29.5％

これまでに
完了した距離

計画期間中(H30～R９)

平成30年度に
完了した距離

令和９年度まで
に行う距離

43km

基幹管路
以外の管路

基幹管路

1,522km

１km

９km

12km

89km

事業費 約108億円

これまでに
完了した施設

計画期間中(H30～R９)

平成30年度に
完了した施設

令和９年度まで
に行う施設

片田浄水場
ほか14カ所

半田配水池
ほか38カ所

久居別所浄水場
ほか１カ所

河辺配水池
ほか７カ所

配水池

浄水場 ―

―

事業費 約23億円

これまでに
完了した所

計画期間中(H30～R９)

平成30年度に
完了した所

令和９年度まで
に行う所

緊急遮断弁
の設置

河辺配水池
ほか28カ所

白山垣内配水池
ほか２カ所

一志川合配水池
ほか12カ所

地震、大雨等

～「一番困ったのは水」と被災地の皆さんの声も～

最大
断水日数

断水戸数

約44万6,000戸 約３カ月半

23日

34日

38日

約3,000戸

約26万3,000戸

約６万8,000戸

H29.７ 九州北部豪雨

H28.４ 熊本地震

H30.７ 豪雨（広島県、愛媛県、岡山県等）

H30.９ 北海道胆振東部地震

事業費 約９億円
(上記のほか、浄水場や
配水池の機械・電気設備
の更新などで約90億円)

　当たり前のように使える水道水。でも自然災害
や異常気象でこの先ずっと届け続けることが難し
くなってくるかもしれません。これからも、さま
ざまな状況を想定して水道の整備を進めていきま
す。皆さんのご協力をお願いします。

耐震補強 片田浄水場片田浄水場

緊急遮断弁緊急遮断弁

基幹管路耐震化の様子


